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	 芦田恵之助  (あしだ・えのすけ 1873-1951) は、明治六  (1873) 年に兵庫県氷上郡に生まれ、十














	 「芦田恵之助研究」は、彼の死の直後である 1950 年代から 70 年代にかけて最も精力的になさ
れた。芦田の教育思想を取り扱ったもののなかから、本研究に関係する主要な著作を取り上げて
みても、久野収・鶴見俊輔  (1956) 、実践社編  (1957) 、青山廣志  (1969〜1972) 、中内敏夫  (1970) 、




［古田  1952］、［沖垣他編  1987=1957］、［小関  1959］、［芦田共介他  1961］いずみ会編［1967］、
［古田・野地編  1971］、［青山  1969-1972］。）。第二の系譜は、同時代の実践者たちからなされた、
芦田の教育論に対する批判的応答である（一例として、［鈴木  1928］、［柴  1932］、［滑川  1938］、




多野  1957］など。）。  
	 80 年代〜2010 年代にかけておこなわれた研究の大多数も、第三の系譜に属するものであると言
えよう（代表的なものとして、［波多野  1990］［野地  1998］、［高森  2002］、［桑原  2004］、  
［飯田  2013］、［松橋  2013、2015］、［Hirokazu 2016］など）。「第三の系譜」と言っても、それら
は領域が広範囲にわたり、また、研究が細分化されてそれぞれの分野での研究が極めて高度に精
密化しているのが現状である。しかし、そのなかで、思想史記述という観点からおこなわれた研
究は決して多くなく、かつて中内敏夫  (なかうち・としお  1930-2016) が指摘したように、「教育
方法の内部構造を明らかにする努力をともなわないでは、教育史研究も思想史研究も、文字通り






                                                   




期」  (古田・野地編  1971: 90) であった。当時東京高等師範学校附属小学校（以下「東京高師附
属小」と略記）で訓導を勤めていた芦田は、彼自身の著作の中で最も多く再販された、最初のし
かも代表的著作である『綴り方教授』  (1913) を発表する。この『綴り方教授』を皮切りに、多
数の教育実践家や研究者が作文・綴方教育に関する多彩な主張を繰り広げ、思想と実践の刷新を
促した 2。  
	 芦田が急進的な改革者であったとすれば、漸進的な改革者には、広島高等師範学校附属小学校
（以下「広島高師附小」と略記）訓導の友納友次郎  (とものう・ともじろう  1878-1945) がいた。
大正七  (1918) 年、友納は『綴方教授法の原理及実際』、『教師の実習を主としたる綴方教授法講


















綴り方教授はこれによって覆われたというような理解」 (高森 2002: 13) は「事実を正確に把握した結果」（同上）で
                                                   
2 綴方教授の刷新を促した著書として、芦田の他に、久芳 (1914) 、友納 (1914、1918a、1918b、1919a-c、1921) 、保科 (1915) 、
浅山 (1915) 、駒村・五味 (1915) などが挙げられる。 
3 その後、友納は続けて、雑誌『学校教育』に「自由選題論（１）〜（３）」を発表するなど、矢継ぎ早に持説を展開する論
文・著書を出版している。 
4 五日間に亘る小倉での講演会は、宮本武蔵と佐々木小次郎の巌流島の戦いになぞらえられ（白鳥 1921: ４）、大きな反響
を巻き起こした。随意選題論争は、「初等つづり方教育界における最大の論争であったばかりでなく、全初等教育界をつうじ




選題こそは、文章を書くといふ真の境涯である。」 (24: 596-597) と述べる。 
















































同時にそれへの依存を引き起こすというパラドクスを生じさせている点も含め近代化の過程は特徴づけられる」 (同上: 22) 
と述べている。 
























ことである。例えば、西洋の自由作文を紹介した槙山栄次『教授法の新研究』  (1910) 、ドイツ
自由作文の紹介をおこなった保科考一『国語学精義』  (1910) 、自作法の自由選題を示した豊田








                                                   








14 芦田がはじめて随意選題による綴方実践をおこなったのは、自伝によれば明治三十九 (1906) 年であるが、これに関して
は本人の記述を疑問視する研究もある。詳しくは桑原 (1994) を参照。 
15 友納は芦田の次の言葉を引用し、芦田はアナーキズムを主張しているわけではないと弁護している。芦田は「指導をまた
ない自作は、たとえば自然に放任した植物のようなもので、生長［ママ］はするが、美果実をおさめることは出来ぬ」(友納 























	 ところがこの人文一致という概念は、言語学や筆跡学  (Graphology ＝  書相学 ) の見地からみ
れば、疑問視されるべき点が少なくない。この思想の流布と定着にはソシュールを積極的に受容
したことで知られる小林英夫の一連の文体論研究が大きな役割を果たしている。渡辺哲男によれ




動向が広まっていった」 (同上 : 289-290) 。しかし、「文体論」研究によって文章と人格の対応関
係が証明されることはなかった。その上筆跡学は、「知能、学識、生活態度、人生観、価値観とい
ったものは、筆跡とは関係がない」  (槇田  1997: 31) ことを明らかにした。筆跡は、「人格」の
部分的な性質を表すに過ぎない 18。  
                                                   
16 元来、禅はさまざまな瞑想の実践を指す。東アジアに特徴的な禅宗は菩提達磨の系統とされ、無念無想になることを重ん





口がきけないものがありましょう。」(12: 134) と述べている。 
18 筆跡は、「ある種の要素、たとえば神経質、不安定、見栄をはる、などは判別できる場合もあるが、けっして、『いつでも
どんなものでも』」書いた人物の性格を判断できるわけではない。つまり、筆跡学の見地からは、「筆跡と『体質』、ひいては

































21 例えば飯田は、「芦田にとっての『自己』とは、『他との比較でないところにある自己』と見ることができよう」 (飯田 2013: 
60) と述べ、「こと生活綴方教育の生起においては、『自己に他者がどのように関連してくるか』についてのせめぎ合いがあ
った事情を、そこに挟まなければならない」 (同上: 69) と主張し、これを理由に「『芦田恵之助に生活綴方教育の源流を見






































                                                   
23 芦田が岡田虎次郎の下で静坐をはじめた大正元  (1911) 年以降、その影響が最も現れている著作は、
大正五  (1916) 年の『読み方教授』である。ただし中内敏夫が指摘するように、静坐の影響は「『自作』
を綴り方の本道と規定した 1913（大正二）年の『綴り方教授』にすでに現れはじめて」  (中内  1973: 
490) おり、この時期の五つの著作、すなわち『綴り方教授』 (1913) 、『綴り方教授法』 (1914) 『綴











なくて、而もなお安んじて教壇に立つことの出来ぬのはなぜだろうか。」 (３: 258) と。   
る 27。  
	 『芦田恵之助国語教育全集』の筆頭編者である古田拡によると、同志同行とは、「生活を教育と











には「教育は要するに師弟共に育つもので、志を同じくし行を同じくするものだ」  (25: 246) と
いう教育観に芦田を導いた。芦田は禅の思想にこの着想を得ていたが、彼に「同志同行」の価値




















                                                   
27 昭和五 (1930) 年一月の「発刊の辞」で芦田は次のように述べる。すなわち、「私は最近四年、全国の教壇を行脚して、同
志同行の世に極めて多いことを明らかにした。大多数は教育愛に燃ゆる小学校の先生ですが、中には中等学校の先生もあり、
特志な父母もあります。初等教育の改善は、この同志同行の真の活動によってはじめてなしとげらるるものと存じます。」 
(12: 420) と。 
28 芦田は、「［教師は］一段と修養を積んで、彼等［児童］の尊信に価するだけの人にならなくてはならぬ。要するに師弟の















































                                                                                                                                                                            
ように思う。一法とは教師がただただ修養を楽しむという一事である。」 (３: 271) と。そして、「修養の味を知らない者が、
修養の味を知らせようということは、無から有を生ぜしめようと計画するので、不可能である。教師が修養の味をしめてさ
え居れば説かなくても、その一挙一動が有力なる説明である。」 (３: 271-272) と述べ、制度により保証された教育者と学習
者の関係では、教育を充分に遂行することはできず、伝統的な師弟関係を学校においても再現することの重要性を説く。 
29 松下 (2010) 参照。 

























                                                   
31 奥平 (2016: 240) が指摘するように、宮坂による諸著作は、一見して伝統的教育学の中核を離れ、周辺領域を変転してい
るように見える。しかしこれは、彼が人間形成をより広く人間の生活から捉えようとしていたからにほかならない。『禅にお
ける人間形成』 (1947) 、『ホームルーム研究』 (1949) 、『特別教育活動』 (1950) 、『生活指導』 (1954) 、『生活指導と道徳





1953: 198) 。「人生はこれ綴方と見るのが私の教師としてのスタートでであった」 (同: 202) と述べている。 
33 芦田のこの思想は、戦後の転向や、隠居後の法楽寺生活において実践され、その軌跡が多数書き残されている。たとえば
芦田は、「いかなる老松も、春が来れば新しい芽を出す」と述べ、聴くものに「そのはげしい青年のような情熱は、私の魂を
ゆさぶって止まない」とまで書かせた。常に「真実」を更新しつづける芦田の態度は、森信三の論考 (森: 1961) に詳しい。 
34 随意選題が有する矛盾は、芦田が禅の人間形成思想を教育に導入しようと試みた時点で引き受けなければならないものだ
った。つまり「言語が正しく現象世界のレヴェルで用いられるようになることが、最終目的であるのか、それとも、それを
超えた何か高次元の悟りに当たるような体験が求められているのか」 (末木 2006: 73) は、仏教にとって古くからの問いで
あり、一般的に禅の思想は、言語表現を超える悟りの体験があるはずだと考えるからである。言語を超えて体得されるもの
を認めると、それは一種の神秘主義となる。ここが芦田の随意選題をして神秘主義であると言われる所以なのだが、「禅の原
則論では真理は言語で表現できないものとされ、［中略］あくまで真理に到達するための手段」 (同上: 76)  である一方で、
「禅ほど饒舌な宗教はなく、禅林の文字といわれるように、言語を用いたさまざまな試み」（同上）が存在することには注意
を払わなくてはならない。 
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